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刊行にあたって

米沢市は、平成13年に上杉氏入部400年・上杉鷹山公生誕250年という節目の年を迎え、

この記念すべき年に合わせて、昨年9月には新博物館を開館いたしました。

新博物館は、上杉の歴史と文化を中,L､テーマに常設展示を構成し、 「縢山シアター」や

｢洛中洛外図の世界」といった特徴的なコーナーを設けて、地域の方々には「誇り」を、

観光客には「感動」を提供いたしております。

米沢市立上杉博物館では、この新博物館の準備業務の遂行に、昨年は大変忙しい一年

でありましたが、館の運営をお願いしております（財）米沢上杉文化振興財団の御尽力

により円滑に進みましたことに対･し厚くお礼申し上げます。

現在は新博物館が開館し6ヶ月が経ち、順次事業を展開しておるところです。地域の

方々はじめ、多くの人に訪れていただける博物館を目指し事業を進めてまいりますので、

今後ともなお一層の御協力、御指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成14年3月

米沢市教育委員会

教育長佐藤政一
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館の概要

目的と沿革

米沢市立上杉博物館は、その前身として米沢郷土館・米沢市立郷土博

物館・市立米沢博物館があった。これらは南世賜郡役所や市立図書館に

併設されていたが、昭和42年、市民の教養の向上と学芸および文化の発

展を図るため、博物館施設として現在の位置に独立した館が建てられ、

名称も米沢市立上杉博物館となって、そのあゆみを始めた。

当館では、価値ある資料を収災･保存し調杢研究に基づく展示を行い、

教育的配慮のもとに一般の利用に供すること、人々の教養・柵在研究

レクリエーション等に資するために必要な事業を行うこと、資料に関す

る調査研究を行うことを目的としている。

元南世賜郡役所に米沢郷土館設置。

市政50周年記念として米沢市に移管され、市立図書館に併設。

博物館相当施設として登録、市立米沢郷土館と称す。

市立米沢図書館に移職（旧市立米沢図普館)。

博物館法による設瞳条例制定、市立米沢博物館と改称。

丸の内一丁目4番13号に、市立米沢博物館新館完成。

博物鮒法による設悩条例制定、米沢市立上杉|*物館と改称。

博物館施設として登録。

昭和5年10月

昭和13年4月

昭和27年9ﾉ」

昭和30年9〃

昭和37年7月

昭和41年11月

昭和42年4ﾉ1

昭和42年6ﾉ］
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平成12年度 博物館日誌抄

平成12年

第7回建築工事総合定例会（於現場事務所）

第9回展示工事定例会議（於置賜総合文化センター）

東北歴史博物館、仙台市博物館視察

大塚巧蕊社洛中洛外図複製見学

第10回展示工事定例会議（於置賜総合文化センター）

第8回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（グラフイック）

展示工事分科会（造形）

展示工事分科会（映像）

展示工事分科会（情報）

日本美術刀剣保存協会米沢支部 赤羽刀内見会

第11回展示工事定例会議（於置賜総合文化センター）

置賜広域文化施設・新博物館整備推進委員会幹事会

第9回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（映像）

全国博物館長会談（於東京国立博物館）

展示工事分科会（情報・グラフィック造形）

新博物館に係る東京国立文化財研究所との事務協議

第10回建築工事総合定例会（於現場事務所）

第12回展示工事定例会議（於置賜総合文化センター）

重要文化財越後国絵図貸出（圃京歴史民俗博物館）

4月51]

4月11日

4月28日

5月2日

5月9日

5月10日

5月23[’

5月24日

5月25日

5月26日

5月26[」

6月6日

6月7日

6月27日

6月28日

6月30日

7月7日

7月121ヨ

7月131]

7月14日

7月19日

7月251]

7月27日

7月31日

8月2日

8月3日

上杉本洛中洛外図屏風修復状況ビデオ撮影（東京）

展示工事分科会（映像）

新博物館資料収集検討会議

展示工事分科会（グラフィック）

新博物館資料収集委員会

第11回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（映像）

資料調査員会議

展示工事に関する米沢城二の丸跡出土水路視察

展示工事分科会（造形）

東南置賜管内国・県指定文化財巡回指導

新文化施設準備だより NO2発行

先人顕彰会との打合せ

博物館実習

展示工事分科会（映像）

博物館収蔵庫東蔵燥蒸作業

展示工事分科会（造形グラフィック）

展示工事分科会（グラフィック）

上越市市史編纂室資料調査のため来館

第12回建築工事総合定例会（於現場事務所）

日本博物館協会東北支部総会・研修会（於青森）

8月4日

8月9日

8月151=|

8月1913

8月21日～25日

8月21日

8月28日～31日

8月29日～30日

8月31日

9月6日～7日

9月7日

9月7日～8日
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9月12日

9月13日

9月191｣

9月29日

10月3日

10月4日

10月10日

10月13日

10月16日～17日

10月20日

10月26日～281]

10月27日

10月31日

11月1日

展示工事分科会（データベース・情報）

資料調査・調査員打合せ（山形美術館）

第13回展示工事定例会議（於現場事務所）

展示工事分科会（グラフィック・デザイン）

第14回展示工事定例会議（於現場事務所）

第13回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（データベース）

文翔館へ絵画貸出

展示工事のための絵図撮影（東京）

文化庁文化財保護部美術工芸課文化財調査官絵図調査の7

東京大学史料編纂所上杉家文書訓査のため来館

米沢市立上杉博物館協議会

展示工事分科会（映像）

新博物館資料収集検討会議

第14回建築工事総合定例会（於現場事務所）

文化庁上杉家文書調査のため来館

山形県博物館連絡協議会研修会（於市内小野川）

第15回展示工事定例会議・展示工事分科会（グラフィック）

新博物館資料収集検討会議、資料収集委員会

展示工事分科会（データベース・造形）

全国博物館大会（於仙台市）

展示工事造形のための現地視察

展示工事分科会（映像）

国ウ厩史民俗博物館絵図展示撤去作業立合い（国立歴史民｜

文化庁絵図調査立会（国立歴史民俗博物館）

展示工事分科会（サイン・グラフィック）

国立歴史民俗博物館より越後国絵図返却

福王寺一彦「月映る頃」 （鍛帳原画）搬入

第16回展示工事定例会談（於現場事務所）

第15回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（情報）

展示工事分科会（造形）

展示工事打合せ（原始・古代上杉家文書）

展示工事分科会（データベース）

展示工事分科会（グラフィック・データベース）

絵図調査のた

(国立歴史民俗

め来館

10月31日～11月3日

11月6日～7日

11月7日

11月8日

11月9日

11月9日～10日

11月10日

11月24日

11月27日

11月28日

11月30日

12月1日

12月4日

12月5Ⅱ

12月61ヨ

12月7日

12月12日

12月15日

12月201=|

12月26日

博物館）

平成13年

第16回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（データベース）

上杉家文書貸出（東北歴史博物館）

文化庁よiﾂ搬出資料点検のため来館

文化庁へ上杉家文書越後国絵図搬出

展示工事分科会（データベース）

展示工事分科会（データベース・映像）

財団職員採用試験（於置賜総合文化センター）

1月10日

1月19日

1月241 1

1月25H

1月31日

2月1日

2月4「I

３



展示工事分科会（グラフィック）

洛中洛外図修復状況視察（東京国立博物館）

第17回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（情報）

新|尊物館資料収集検討会談

東海市との姉妹都市調印式のため洛中洛外図（2

新博物館資料収集委員会

第17回展示工事定例会議（於現場事務所）

展示工事分科会（データベース）

展示工事分科会（情報）

展示工事分科会（グラフィック）

山形県博物館連絡協議会役員会（於山形市）

展示工事分科会（データベース）

米沢市立上杉|難物館協議会

先人顕彰会との打合せ

財団職員採用二次試験

資料調査（京都・奈良）

展示工事打合せ・視察（仙台・乃村工藝社）

第18回建築工事総合定例会（於現場事務所）

展示工事分科会（映像）

財団臨時職員採用試験（於すこやかセンター）

第18回展示工事定例会議（於現場事務所）

新文化施設準備だより NQ3発行

展示工事分科会（グラフィック）

仙台市博物館より資料調査のため来館

展示工事分科会（映像）

大塚巧藝社上杉本洛中洛外図屏風複製搬入

(写

2月5日

2月61]

2月7日

2月8日

2月9日 真版） 搬出

2月13日

2月15日

2月19日

2月20日

2月23日

2月27日

2月281ヨ

3月1日

3月2日

3月5日～7日

3月6日

3月7日

3月9日

3月11日

3月13日

3月191ヨ

3月27日

3月28日

3月30日
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平成12年度事業

1．新博物館準備事業

(1)上杉家文瞥資料集作成事業

平成13年度に発行予定の「普及版」について、編集方針を検討した。

指導者は、京都国立博物館学芸課長湯山賢一氏、山形大学名誉教授横山昭男氏、東京大学史
料編纂所助教授山田邦明氏である。

(2)資料調査事業

博物館に必要な盗料の収集を適正かつ円滑に進めること、 また展示、研究等にl渕する基礎データ

を得ることを目的として博物館資料調査員を置くこととなった。任期は1年。

氏 名 分 野 ’ 備 考

遠藤締－．郎 書跡古文書 山形県立米沢女子短期大学名誉教授

小野 榮 郷土史 郷土史家・元米沢市史編纂専門員

佐藤 繁 婆1li 米沢市立第三中学校美術教諭

上喜孝 古代史 山形県立米沢女子短期大学講師三

我妻寿彦 美術 財団法人山形美術館学芸員

l 絵画・美術工芸

①調査員報告

置賜出身作家及びその作品について、置賜地方・山形県内はもとより、全国に点在する情報

を収集し、データベースに集積するために報告書及び資料を提出してもらった。

今後の方針件 名 報告者 処 理

置賜地方の近代画家

に釜録
桃井義一について 我妻寿彦 随l崎1

13年度企画展に向け

て準伽
福王寺法林の作品所在について 我妻寿彦2

14年庇受入に向けて

雌側
後藤克芳作品災 佐藤 繁q

QJ

米沢市美術団体 緑光会

図録 2冊
受入佐藤 繁4

佐藤 繁
置賜地方の現代作家

に登録
調査の予定（未定）林久雄資料5

山口英夫「テキスタイルアー

ティスI､」盗料

置!'》地方の現代作家

に登録
佐朧 蕊6

瞳藤 繁|麓:方の現代画家 調査の予定（未定）遠蔭費太郎資料7

14年度受入に向けて

準側
8 後藤克芳資料 佐藤 繁

5



受入佐藤 繁
|遮藤賢太郎盗料
| 後藤克芳文筆資料

9

14年度受入に向けて

準備
’ 佐藤 繁10

訪IN]調査佐藤 蕊11

受入佐藤 繁12

佐藤 繁13

14年度受入に向けて

準備
佐藤 蕊14

13年度企画展に向け

て準備
我妻寿彦土田文雄の作品所在について15

13年度企m展に向け

て準備

幅王寺法林の作品所在について

(改訂）
我妻寿彦16

②資料収集にかかわる調査

写真撮影・計測

伝来・作者についての調査および専門家への評illi依頼

2．歴史

新博物館常設展示、原始・古代に関わる情報提供および指導

(指導者：三上喜孝）

3文献

館蔵資料・新博物館展示の調査を主として依頼

資 料

fl1l井平洲糾: 「去歳…」

上杉茂憲書

上杉議信肖像画

上杉鷹山肖像画

細井平洲画

細井平洲瞥

細井平洲書

上杉茂憲書

上杉謙信肖像画賛

上杉聡山肖像画賛

iill領知高並稚ll続道-|9御元払|限

勺
ロ 担

小野 楽

当 者

小野 楽

小野 蕊

小野 榮

小野 柴

小野 榮

遠震綺一郎

遠藤綺一郎

遠藤綺一郎

遠藤綺一郎

遠藤綺一郎

平成12年度解読文書一覧

文 書
勺
ロ

子廉宛細井平洲書状

MI1井平洲識「贈別渡部黄美還仙台．．」

片山弦斎普「一張ノ琴…」

条々、諸士条書、僧中法度

火事有之節二之丸三之丸御廟火防諦取場所之定
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博労町宛雲井龍雄（龍三郎）書状
斎藤茂吉和歌

伝一休書

宮島詠士書「禅房花落･」

趙孟噸他貼混

伝小野道風筆

莅戸太華書状4点

１
１

遇
水
感
揮
ｒ
ｒ
書
書
憲
章
治
篭
杉
杉
上
上

竹俣美作・市川美濃他口上譜

雲井i施雄書簡「拝前･ ･」

鳥軒学人書「霜満･」

細井平洲書「去歳･」

上杉茂憲書「評山…」

（寛政六年）正月廿日付莅戸政以宛上杉治憲書状

（年未詳）六月十五日付畠山下総守上杉越前守（治慾）

（年月日）差出宛名不詳書状

（年未詳）正月二日付安田上総介上杉綱勝書状

書状

(年未詳）正月二日付安田上総介上杉定勝書状

(年未詳）正月六日付佐藤六郎兵衛吉良上野介書状

宝暦六子六月十三日付竹俣東三免状

宝暦十一年十月吉祥付竹俣綱寛書状

(年未詳）正月付中1.1｣備後宛_上杉弾正大弼書状

細井平洲書「結客･ ･」

上杉勝承書「天照．．」

萬しつけ方之事

樋口口五左衛門書他

弔芽圃八題和歌

萬世泰平図説

宏道挿花奥之巻

書状貼交

徳姫御入輿御行列次第

御出之写二通

年月日差出宛名不詳書状

佐藤六助右衛門宛原甚兵衛弓許状

安永七年正月flﾖ始稚ll規式状

侍従装束

元禄九丙子年正月日諸事祝儀献上之定

公儀御贈官御法名

大名蒲座ノ次第

大永八戊子年八月十六日付房繁手習書

往来物

=三

米府中興名臣録

御手本

乗馬之術

川中島合戦

野口源太郎

慶長三年会津江御国替千石以上侍帳他
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雫芝圃八詠

安政五年四月御参府二付御道中被成下金量帳

習字帳（神保先生） （澤田先生）他

高畠関連地方文番

開館記念特別展等準備事業

l 開館記念特別展準備作業

「上杉家の至宝」準備作業として、展示資料展示レイアウ1,の確定を行った。また、図録の柵

成の試案を作成した。

(3)

213, 14, 15年度展覧会の準備として、企画展候補の試案を作成した。

3 1王l宝上杉本洛中洛外図屏風の修復立会い

平成11年5月29日～平成13年3月23日 於株式会社半田九清堂

平成11年度の修復に続き、解体のうえ、新規に裏打ち裏貼りを行い、本紙の絵具の補修、 ま

た縁裂橡木角金具・飾り鋲を新訓した。

＝
ー趣串

IqE 『 ＝

蕊
マ

…
1ヶ 1 尋

1

顎唖

4F

A

修復作業 完了検査

4．通要文化財上杉家文普の国宝指定調査の立会い

平成12年10月31日～11月3日 於米沢市立上杉博物館

5上杉家文書附の越後国絵図の重要文化財指定澗査の立会い

平成12年10月20日 於米沢市立上杉博物館

越後国全図寛保元年9月

く参考絵図＞

米沢領村高大絵図元禄十三年幕府上納の控 米沢領端絵図但会津境通会形控

福島領米沢領堺論判決絵元禄十一年 春日山本城絵図

越州春日山城跡之区I 春日山古城之図

桜田御殿惣御絵図寛政十二年十一月 享保七年御城下町割図

朝日激絵図寛永三年修復 御城絵図副目録御控享保十年八月

御絵図御指図帳享保十年 御絵図目録文政二年

御絵図由来覚瞥明和八年 御絵図由来書嘉永五年
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平成12年11月28日

越後国頚城郡絵図

於国立歴史民俗博物館（貸出中）

越後国瀬波郡絵図

越後国瀬波郡絵図

越後国頸城郡絵図

(4) 館蔵資料整理保存事業

平成13年度に控えた新館への移行を考慮し、下記の作業を行った。

・収蔵庫・東蔵の煉蒸作業

エキボンによる24時間密閉煉蒸

指 導：側)文化財虫害研究所

施工業者：関東港業㈱

施工年月日：平成12年8月28日～311]

煉蒸時間：24時間

使用薬剤：エキボン（殺虫・殺卵・殺菌）

投薬方法；間熱気化器による完全ガス化投薬

処理後の効果判定では‘薫上処理後の殺虫剤卵用テスl､サンプルを、温度27℃、湿

度70～100%RHの環境条件で14日間保持したが、成虫、蝿、幼虫の生存はなく、虫卵

の孵化も認められなかった。

。日本刀の修理

NQl975刀 銘綱俊作／是俊焼

Nol982脇差銘出羽国米沢士綱俊於東都麻布造之

天保二年十月四日

NQ2113刀 銘加藤綱英於東都作之文化七庚午年五月日

No2999刀 銘国秀／享和二年八月日

No3380刀 銘羽州米沢住義英

上記刀剣について次のような修理を施した。

①刃区の欠けを修理

②棟区を合わせ体配を整える

③銅下地に金鍍金のはぱきを作製

④白鞘を新規製作

⑤刀剣研磨

⑥正絹袋に入れる。
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･絵画の修理

く軸装盗料＞

①刺I装を解体し、額用の台紙を新調

②額を新調

③額箱に入れる

く額装街料＞

①額装の台紙をはがす

②台紙を新調

③もとの額に入れ仕上げる。

平成12年度 館蔵資料修理リスト （絵画）

》
碑
一
噌
岬
一
鋤
一
袖
一
幡

鋤
一
鶇
一
蛎
一
稲
一
巡
巡
珊
一
報
一
柵
一
珊
蛎
一
稲
一
巡
報
轆
稲
輔
一
彌
巡
蛎
巡
巡
巡
巡
巡
彌
珊
一
珊
一
珊
彌
珊
可
型
彌

峠
一
》
》
｜
梱
一
》
｜
》
｜
岬
一
確
岬
岬
一
岬
一
櫓
押
秘
録
蝿
一
》
》
》
｜
》
》
》
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
柚
櫓
》
一
蝿
》
》
》

法 避

52.5×56.5

29.4×374

46.0×26.5

32.5×58.5

34.5×“､0

37.0×45.0

22.5×470

46.0×385

37.5×45.0

54.0×38.5

53.0×345

37.5×45.0

45.9×55.6

66.0×35.0

370×45.0

37.5×45.0

36.4×44.6

32.0×35.0

31.5×40.5

37.0×40.5

37.0×44.6

45.0×52.5

515×58.5

375×41.0

51.3×58.7

資

水墨日本風物抄

水鎚日本風物抄

水農日本風物抄

水墨日本風物抄

水既日本風物抄

水蝿日本風物抄

水盤日本風物抄

水蝿日本風物抄

水蝿l 1本風物抄

水盤日本風物抄

水銀日本風物抄

水蝋l｣本風物抄

水挫日本風物抄

水拠日本風物抄

水盤日本風物抄

水墨日本風物抄

水拠日本風物抄

水墨日本風物抄

水墨日本風物抄

水墨日本風物抄

水挫日本風物抄

水墨日本風物抄

水膿日本風物抄

水恐|ﾖ本風物抄

水鯉日本風物抄

水盤日本風物抄

水膿日本風物抄

水鵬日本風物抄

水膿{ |本風物抄

水鵬I｣本風物抄

水舩日本風物抄

水鯉I:1本風物抄

水膿日本風物抄

料 名

第3図雨後の山

第5図吉野の春

第6図朝霧

第7図関門海峡

第13図雪の松島

第15図鵜のいる男鹿半島

第16図阿蘇

第17図耶馬溪羅漢寺

第20図麦を焼く佐賀所見

第21図富士太鼓（能楽）

第22図勧進帳（歌舞伎）

第26図瀞八丁

第28図霧島

第30図那智と華厳

第33図日向五ヶ瀬川

第34図上野夜桜

第35図福良村と磐梯

第40図層雲峡羽衣の滝

第42図笹野こけし

第44図伊勢の海女

第45図浅間山

第48図高千穂天の真名井

第49図多摩川の朝

第53図道後温泉

第54図五月雨

第55図高千穂|峡セツ瀧

第571凶鎌倉大仏

第58図瀬戸内海

第59図鴨川友禅さらし

第61図蜆採る船琵琶湖所見

第1図千古の雪

第2図皇居と夏雲

第4図月寒の朝

蜘
一
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７ 額仕上げ

額仕上げ８
’
９ 額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

加
一
ｕ
ｌ
蚫
一
通
一
Ｍ
一
鴫
一
妬
一
画
肥
一
四
加
幻
一
躯

領仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

23

24

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ25

額仕上げ
一

額仕上げ

妬
一
”
一
銘

370×45.0

38.0×44．5

額仕上げ

額仕上げ

額仕上げ

台紙貼替

38.0×45.(）

羽
一
釦
一
劃
銘
一
調

405×45.0

37.5×44．5

33.5×40.0

450×52.5

500×58.0

台紙貼替
一

台紙貼替
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大阪城大手 本間国生

清水寺 本間国生

長良川夜雨 本間国生

雪の日 本間図生

摩周湖 本間国生

朝霜 本間国生

だんだん畑宇和島に本|#1国生

北の海 本間国生

銀閣浮石 本間国生

若草山 本間国生

九-'一九島漁火 本間国生

鳴門 本間国生

足摺l11111 本間国生

冬II1 本間睦I生

洞爺湖 本間国生

厳島 本|聞図生

雨の門司港 本間国生

会津沼沢沼 本間国生

立山雪渓 本間国生

大雪山朝日岳 本間国生

高野の朝 本間国生

越後の水田 本間国生

函館l､ラピスI、 本間国生

福島の桃 本間国生

玉川地下仏殿 本間図生

鳥取砂丘 本間阿生

十和田湖 本間国生

眼鏡橘長崎にて 本間国生

玉川地下仏殿

鳥取砂丘

34水墨日本風物抄第8図

35水墨日本風物抄第9図

36水墨日本風物抄第10図

37水墨日本風物抄第11図

38水墨日本風物抄第12図

39水墨日本風物抄第14図

40水墨日本風物抄第18図

41水墨日本風物抄第19図

42水墨日本風物抄第23図

43水墨日本風物抄第24図

“水墨日本風物抄第25図

45水墨日本風物抄第27図

46水墨日本風物抄第29図

47水墨日本風物抄第31図

48水墨日本風物抄第32図

49水墨日本風物抄第36図

50水墨日本風物抄第37図

51水墨日本風物抄第38図

52水墨日本風物抄第39図

53水墨日本風物抄第41図

54水墨日本風物抄第43図

55水墨日本風物抄第46図

56水墨日本風物抄第47図

57水墨日本風物抄第50図

58水墨日本風物抄第51図

59水墨日本風物抄第52図

60水墨日本風物抄第56図

61水墨日本風物抄第60図

卿一別

水墨日本風物抄第51図

水墨日本風物抄第52図

莉
彌
一
彌
一
彌
一
彌
緬
一
和
一
刊
一
一
和
一
一
和
一
一
迦
一
一
利

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替

390×45.0

47.5×52.5

47.0×57.5

525×575

47.0×57.5

47.0×570

47.0×57.0

47.0×57.5

38.0×45.5

47.0×57.5

47.0×58.0

52.5×58.5

46.0×57.0

470×57.5

52.5×575

530×58.5

515×58.0

520×58.0

525×58.0

45,5×525

46.0×56.5

46.5×57.0

37.5×45．0

310×38.0

380×43.0

520×57 O

41.5×52.0

52.0×55．0

台紙貼替
一

台紙貼替

台紙貼替

台紙貼替一
利
一
和
一
一
羽
一
一
剰
一
一
荊
一
一
利
和

台紙貼替

台紙貼替

》
｜
》
》
｜
》
｜
榊
一
鋤
一
》
｜
鋤
》
》
｜
《

莉
一
罰

圭
署

(5)新博物館展示等作業

展示工事を担当する株式会社乃村工藝社と学芸員とによる各分科会を月1回ペースで実施し、諸

資料に基づいた検討を加えていった。また、イラストや模型制作のため、現地調査を実施した。膳

山シアターや検索装置などの映像の中で、秋や冬の光景を撮影した。

グラフィック

イラスト作成のための資料提供・現地調査の実施（造形の項参照）

造形

模型制作のための資料提供・現地調査の実施、図面作成

ジオラマ（原方屋敷・実りのジオラマ）制作

現地調査

8月 市内および近郊の武家屋敷・民家など

9月～東北工業大学名誉教授草野和夫氏指導による模型制作図面作成（建物一軒ずつ順次

作成)、図面の検討。

11月 市内の武家屋敷、笹野一刀彫・相良人形など
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成鳥焼．相良人形など（グラフィックと共同）

米織資料館・原始古代縦参考館（グラフィックと共同）

上杉神社稽照殿にて上杉謙信・上杉景勝・直江兼続の前立

模型図面制作

1月

2月

映像

諸資料の提出・撮影など

シアター シナリオの検討

初稿～館3稿(13年度まで継続）

10月 シアター・検索装世などに使用する秋の光景の撮影（置賜盆地の田阻|風景．紅葉

など）

データ・ベース

情報システムの導入に向けて具体的な仕様誉を作成した。このシステムは、資料管理や資料貸

出などの学芸業務を支援する「管理システム」と市民や来館者への情報発信や情報提供をねら

いとした「公開システム」に大別される。（図1参照）

米沢市新博物館情報システム

戸
－－

、

「
司

陰 ﾑ】 【公開ｼｽﾃ幻理システ

’’
転写

A.博物館資料管理システム E.博物館情報公開システムＰ ＞→

f EO1"管内公開システム
：

: EO2Web公開システム

０
２
４

０
０
０

Ａ
Ａ
Ａ

貢料飼査DB

企而屠管理DB

修復管理DB

１
３
５

０
０
０

Ａ
Ａ
Ａ

資料管理DB

貸出管理DB

歴史人物DB
転
写
ま
た
は
リ
ン
ク

’B.図書館管理システム

↓
↓

リ
ン
ク
関
係

●‐●■

BOO.図書鯛査DB BO1図霞管理DB

’C.画像管理システム E置賜情報システム傍
…･宮・

転雲 Ⅲンクまたは

CO1.画膿管理DB CO2掲馳肝可DB

…

I&喝騨
D関係機関 E映像閲覧システム情報システム

ノ L 一

図1 米沢市新博物館情報システムの概要

A.椰物館資料管理システム

博物館所蔵資料を登録、管理するシステム。博物館資料の登録管理業務の迅速化、効率化をは

かるとともに検索機能を充実させることによって洲盗研究にも役立てる。
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B.図書管理システム

図書資料を登録、管理するシステム。図書資料の登録管理業務の迅速化、効率化をはかるとと
もに検索機能を持たせる。

C画像管理システム

博物館所蔵の写真盗料および侭賜地方に関わる写真やCD-ROM等の画像街料を収録し、多

様な方法で検索できる機能を持たせる。また写真資料の貸出・掲蔽業務を支援する。

D.関係機関情報システム

博物館業務に関わる関係先の個人団体の情報を独立したデータベースとして管理する。資料管

理、図瞥管理、画像管理の各システムで共通利用できるようにする。

E博物館情報公開システム

新博物館の施設案内や活動紹介とともに、置賜地方の歴史文化に関する情報を提供するシス

テムで、館所蔵の盗料を利用者が検索できる機能も持つ。来館者対応の館内公開とWebサイ

トでの公開を同時にできるようなシステムとする。

F置賜|W報システム

置賜地方の歴史・文化に関する情報を検索できるシステム。

G.映像閲覧システム

米沢市制作の映像ソフトを中心に、米沢市に関わる既存の映像資料を収録し、検索・閲覧でき

るシステム。

なお、システム全体はリンク関係を持つ複数のデータベースの集合体として織造化していく必

要がある。その全体の構成概念は以下のようになる。 （図2参照）

(7=ale図牽管麿ｼｽﾃﾑ
にMTフ｢扇霊雨51、

C.画像管理システム
ー

一
区磨匿雲霞B
－－=一一一一

記ごﾛ＞
尽

墨霊
展詞画原TE|研究図書Tbl

唾
垂
D.関係機関'閥報システム

図2管理システムの櫛成

A博物館黄料管理システム
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(6)新博物館建股事業

山形県が整備する文化ホールと米沢市が整備する新博物館の合築施設の建般が平成11年10月に箔

lﾆした。施設の概要は次のとおりである。

建築本体工事 戸田黒金建設工事共同企業体

磁気設備工事 株式会社弘電社山形営業所

空調設(jili工事 弘栄設備工業株式会社

衛生設備工事 情野冷熱機工株式会社

工事騰理 株式会社関・空間設計

外櫛工事 株式会社後藤組

緑化工事 山形県南造園事業協同組合

屋外照明工事 千代田電工株式会社

ﾀ職工事監理 財団法人山形県建設技術センター

緑化工事監理 財団法人山形県みどり推進機椛

展示工事 株式会社乃村工藝社

倣地面秋 33,887.3㎡

延床而祇 9,047.4㎡ （内新博物館4,725.9㎡）

主体柵造 鉄骨鉄筋コンクリート造2階建

工 期

建築工事等 平成11年10月～平成13年7月

展示工邪 平成11年6月～平成13年8月

外櫛工事等 平成11年12月～平成13年8月

事業費 約75億円（ホール・博物館・外構備品含む）

施設(博物館)の内容

常設展示室 1601年の上杉氏の米沢入部から始まり鷹山公の人となりを紹介する

縢山シアターや洛中洛外図屏風のバーチヤルウォークを体験できる。

企画展示室 置賜・上杉の歴史と美術に関する企画展や郷土ゆかりの作家、作品

を取り上げた展示を行い、感動と安らぎの空間を演出する。

屋外展示 行屋・草木塔などの置賜の民俗事象を紹介する。

収蔵庫 館蔵資料や受託資料を適正な温度と湿度で保管する。

小会議室 50名収容可能な会議室を2室設ける。

展示室へと続くモールでは、近隣施設で開催される展覧会・公減会

などの情報を提供したり、展示を補足学習する情報ライブラリーや

体験学習室を設ける。また、 ミュージアム・ショップやカフェもあ

り、憩いの場として利用できる。

モール
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一

一

〆

新博物館展示室全体イメージ図

ー

”
．
鍛
噸
魁

ｒ
雅

鱗
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騨
鐵
繍

蟻
蕊

露

｢

恕
一
『

『S与る

ｰ

新博物館建設工事現場（平成13年1月26日）
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2．収 集

（1）受入資料

員数受入細り

六IIIIー双聯入

11堀 寄1M

双幅 寄囎

1口 寄贈

107点 寄贈
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噸
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1
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1
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松鶴図屏風

大威徳明王像

上杉聡山書

刀金銘国真光徳（花押）雲井鉢切
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》
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率
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2000-0134
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2000-0136

2000-0137
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2000-0201

2000-0212

2000-0214
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2000-0221
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2000-0226

理
一
也

７
７

１
１
３
３ 敵願書（革稿）他106点

緬鰕下行鵬腓記鑑影(制湘向勤糸劉I)騏他欝真19&12．7
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拠
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皿
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岨
一

上杉景勝像

細井平洲沓:．莅戸善政自筆和歌

平加賀守宛~上杉景勝朱印状
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－
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寿老図
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細井平洲書七言絶句

片山弦斎番

斑

日本略史他58点

ネグリジェの女

伝上杉家より拝領夜潜敵布団

襖絵（山水図凹而・秋草図二面）

山形連体三中隊（日露戦争時）写真他古写真5点

表彰状（明治39年4月1日付）他1点

卓上秋色

上杉謙信条害

上杉景勝闇:状他一通

’
12.8 18

12．8．30

12.8.18

12．10.26

12. 11．7

12．11．7

12．11.7

12.11. 14

12.11 30

12．11.30

12.11.30

12.11.30

12.1L30

12.11.30

12.11.30

12.11.30

12.11.30

12．1130

12．11.30

12.11．30

12.11,30

12．1130

文献2000-0227
-

2000-0228

~上杉恥山帯状

書状文献書状

文献條々憎中法度

文献火事有之佐節二之丸三之丸御廟火防請取場之定

文献震井龍雄番状

文献長尾上杉氏歴代一覧

絵画細井平洲画・讃雪渓図

書跡斎瀧茂吉和歌

書跡松平定信書

誉跡伝一休書

書跡宮||烏詠士掛：

書跡趙孟傾他貼交（写し）

美術工芸品長運斎綱俊作刀（附黒漆塗打刀掠）

美術工芸品長運斎綱俊作脇差（附黒漆迩打刀揃

美術工芸品短刀（附青貝笛巻雌合口腰刀姉）

美術ﾕ芸品刀掛

美術工芸品金小札朱糸威二枚胴具足

美術工芸品古満巨棚|作梨地花岬絵印龍

美術工芸品梶川可爽斎作観地誹絵印龍

謝行I芸品山水蒔絵印龍

美術工芸IIN墨梅図

美術工芸品山水図

美術工芸品土佐光貞縦霧図

譜師工芸IM蓬莱山之図

美術工芸品山水図

美術工芸品田能村直入筆墨竹図

謝減芸品平野五岳簸冬景山水

装術]二芸品瀧和亭誰紅梅花

文献

文献

文献

書跡

書跡

2000-0229

2000-0230
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2000-0232

2000-0233
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2000-0238

岬
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恥
恥
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嘩
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恥
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蜘
咽
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一
一
一
一
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一
一
一
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一
一
一
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受入年月H

12.11.30

12.1130

受入柵

2”-0255
-

2000-0256

2000-0257

2000-0258

2伽0-0259

月 資 料

鈴木百年筆春景山水

木島桜谷筆飢鴻図

平柵百穂筆夏山雨後

探林錐山水図
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受入穂別

購入
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一
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｜
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-
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風併図屏風
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一

螂入
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-
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2000-0265
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》
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細
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蝿
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緬
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一
》
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一
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鍬
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誠
一
端
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幟
坤
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|京洛図屏風

|菅原白龍画帖 菅爪白能
'菅原|』l龍遺稿 菅原白猟
上杉治憲書

竹梅図 目賀多巽川

阿弥陀三尊来迎図 狩野文信

恵比寿大黒門付図 狩野文信

平田松堂書

米沢藩大工支配頭覚留娠

山形県高畠町支庁誌3鯵蝿改正係難癖詮即圃引渡目録

上杉憲京書

竹俣美作・市川美濃他口上書

霊井肌雄書簡

鳥軒学人書

月映る頃 福王寺一彦

上杉脇111g:

維新以舸郷土土木史料他693点

山水図（細井平洲画讃）

黒井家資料
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月映る頃（福王寺一彦）

麹
《
溌
蝿

中

Ｊ
廿
藍
曜
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＆ #脇…… ………塾感一・ 稗㎡
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鋼趣､罐 弱J露穆時 露零
■FF 寺
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蕊
栗林次郎左衛門尉宛上杉謙信書状

栗林次郎左衛門尉宛上杉輝虎書状
壷（桜井祐一）
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(2)収蔵資料数（平成12年度）

平成7年度より資料分類整理の方法が改定され，収蔵資料の再確認が行われた。

平成13年3月31日までに確認済みの件・点数、及び収蔵資料合計を下記に掲赦する。

平成13年3ﾉ131日現ｲI

H12年度収蔵資料数 合 計

火 分 類 件数 点数 件数 点数

総 鵬 3 28 43 68

内容を攻視するもの (文献） 30 2,449 5.665文
献

11,641人
文
系
の
博
物
館
資
料

技術や縦者を重視するもの （書跡） 20 20 202 238

伝
世
資
料

有
形

用途を並視するもの （民具その他） 1 688 13702工
芸
品 技術を弧視するもの （美術工芸品）

’

3(） 268122 88

の

絵画 （技術を重視するものを主とする） 17 18 449 615
資

料 彫刻 （技術を亜視するものを主とする） 2 2 l7 17

埋蔵発掘資料

遺跡（記念物、建物を含む）

雛形の資淵

ｌｆ１。Ｉ 7. 152

1,488

14.217103 2,641

|‘1然系の博物館資:’ 13，400

合 計 8,640 27,617103 2,641
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(3)受入図書資料（個人寄贈分）

舗遥1
書 名

創造する群ピエロの会20周年記念展作品災

月刊シテイ情報ふくしま別冊福島ラーメン図鑑

山口英夫織の記憶

著 者 名

20周年記念事業実行委員会

エス・シー・シー

シアムインターナショナル藤田旗朗

薗部寿樹

673

K753

K384

遠藤賢

奥山徹石遺墨展実行委員会

横山昭男竹内道雄

我妻榮記念館事務局

喜多方市美術館

亀岡亜希子

興讓小学校創立120周年記念事業実行委員会

農設省刺上鰄鍛局雛みちの〈杜の縦蝿工蕊聯所

研究出版委員会

後藤克芳

広報委員会

佐藤繁

山形県生涯学習人材育成機構

山形県民俗研究協識会

司馬遼太郎

思文閣出版古書部

|上杉虎雄
上田史談会

|新田栄太郎

川口忠夫

草野和夫

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

濃沼恵子

八木造景研究所

,藩学創設300年記念事業実行委員会

|飯田高速堂

武田正

|平間重光

米沢温故会

米沢市企画調整部秘書広報課

|米澤グル麺倶楽部
|木のあかり開発グループ

緑光会

,緑光会

'鈴木嘉定

濱田廣介先生を偲ぶ会

K723

K728

K709

KSO6925

K754

K726

K376

林久雄木のあかり展

ねんにいちどのおきやくさま

創立120周年記念誌

MICImJOKUPARK国営みちの〈杜の湖畔公園

先人顕彰第2， 4， 7， 8， 11号

男根のアートやることがニューヨークなのだ。

上杉臘山公と郷土の先人を猟聯する会会報ようざん”,23号

桜井祐一論

報告山形学シンポジウム元禄線乱の山形学

山形民俗第14号

羽州街道、佐渡のみち街道をゆく10

思文閣古普欝料|畷卵168号平成12年7月静水1桃獅2輪

文献と史料赤秘事件について

魚沼第18号

絵と絵手紙の自分史新田栄太郎作品染

社団法人米沢有為会々誌復刊第39号平成元年12月

近世民家の成立過程遺構と史料による実祇

寄贈品総リス1，

国宝平等院展

平成の寄贈品115人からの贈りもの

S31mm第10号第24巻第18号（通巻345号）

ふるさと村移築民家と展示の解説

興譲館支部だより ・学年だより

刀剣・武具販売'二I録

山姥登場昔話学への招待

上杉記念館開館20周年記念

温故第27号

広報よれざわ1/1 2001 NQ1127

米澤ラーメン紀行

木のあかり組子のあたらしいかたち

緑光会

緑光会45周年記念誌

刀剣美術7月号（第522号）

むくどり 第16号

629
－

KS206

K914

KS206

K704

379

S380

915

027

KS206

S214・l

K721

KS373

383

069.36

709

069.36

S589

383

K376

027

K388

K689

KS206

KS361

K673

K754

K720

K720

S756

KS379
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(4)資料貸出

（実物資料）

貸出期間NO 貸出先 展覚会名

東北画人の描く

「鳥」展

企画展

「天下統一と城」

今
云 期 資 料

松鶴図（佐藤雪斎筆）

越後国澗波郡絵図

色部氏年中行事

名
’
１
’

12.4．20~

5．28

12 713~

9.10

12.4.26~

5．23

12. 10.3--

11 26

致道博物館

国立歴史民俗

博物館
2

海辺一房州一（広瀬功筆）

ダイアリー1997(後藤克芳筆）

飯豊山（大海祥筆）

雨後の山（本間国生筆）

断崖（我妻碧宇筆）

|晩秋民家（黒深梧郎筆）

山形県郷土館

（文翔館）

12.10.13--

12．15

第3回

県内企業所蔵絵画展
3

上杉家文普

上杉家文書

上杉家文書

上杉家文智：

上杉家文書

上杉家文書

足利直義書状(建武45.19)

足利直義御教書(暦応元.12.19)

足利直義御教書(元弘42．5）

足利直義御教書(康永3.10.20)

足利直美御教書(観応2313)

上杉璋虎霞書(永禄9．5．9）

東北歴史

博物館

特別展

｢文字世界への招待」

13. 1.24~

3．31

131.27~

3 8
4

’

(写真資料）※貸出頻度順 (件）

資 科 名 鐸
一
闘
一

映隙裕組

70

紫ﾝ琴'膠展示その他｜ 常’

8 6 3 ］

7

1

1 1

l 1

2

1

3

脚－

1

上杉本浩中洛外図屏風

川中!|跡合戦図屏風 ７
－
５
’
５

ｌ
１
－
２
－
３
ｌ
２
ｌ
２
２
－

かてもの（版木・印刷物）

上杉熊松筆上杉治憲肖像

直江兼続肖像

上杉茂窓肖像

厩図屏風

細井平洲肖像

松竹梅鶴亀葵紋蒔絵貝桶

上杉家歴代藩主像

鳥谷幡山筆上杉謙信肖像

q
U

l

5

4

３
’
３I

33

2

1

３
－
３

1

2

橘松竹葵紋蒔絵挟箱

橘松竹葵紋蒔絵鏡建・橘松竹南天葵紋鏡

近江八景金沢八景図一近江八段|叉I

２
２

２
’
２
２
２
２
－
２
２
－
２
２

２
’
２
－窪島政男筆興譲館之図

左近司惟春筆上杉治憲肖像

三好重道雄書

狩野文信筆初入部の図

上杉祁虎願書

上杉嫌信願文

2

２
２
２
－

2

上杉治恋書状

民部大llilli充足利直義御教習

２ ２
－
２２

２
１
１
１

歴代古案 l

阿部賊作上杉騰山像

2
ー

1

羽柴越後中納言充豊臣秀吉朱印状

火繩銃・王浩道具

１
－

我妻碧宇画断崖

学館絵図

’

１

I

1
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計

1

1

資 料 名

喜平次充上杉抑虎瞥状

橘松竹葵紋蒔絵挟箱・鏡建鏡箱・橘松竹南天葵紋鏡

橘松竹南天葵紋鏡

景勝充石田三成替状

後朧克芳画ダイアリー1997

籍害

１
１
１

御城下絵Ⅸ1御城下絵図 １
１

明和6年

御代々iill式I | 15-|ﾘj和4年倹約の上意

広瀬功画海辺（房州）

黒朱漆塗（松竹鶴姻桐竹雀紋）湯桶．銚子．酒次

黒沢梧郎岡晩秋民家

紫檀矢屏風

狩野文信簸愛宕山雨乞いの図

狩野文信雛隠退の図

狩野文信錐機織の図

狩野文信躍敬師郊迎の図

狩野文信雌蕊蚕の|Xi

l所々領主中充上杉擬勝過所
小嶋六郎左術門充上杉景勝書状

上杉少将充盤臣秀吉直書

上杉長棟悩文

上椙安房入道充足利義満安堵下文

上椙左近職人充足利直義御教糾：

上椙民部大ililli充足利直義御教僻

新文化施股完成予想イラスト(改)一施設外観BV

新文化施般完成予想イラストーエントランス

新文化施設完成予想イラストーホール

総評（上杉臓山響）

太刀（銘一号姫鶴一文字）

太刀（銘長船長光文永十一年.､）

大海祥画飯豊山

竹俣当綱肖像

長尾弾正左衛門尉充畠山義総瞥状

椿貞雄画夜の自画像

酒次

1

１
１

1

1

１
１
１
－
１
１
－
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１

1

１
１

1

1

1
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

ｆ

ｌ

Ｏ

Ｌ

Ｆ
１
１
１
－
１
’
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1

1 １
’
１1

1 １
１
－
１
’
１
１
’
１
１

1

伝国の辞（複製）

米沢領端絵図但福島境通会形扣

1

1

－－丁「-北条左京大夫・北条相模守充

本間国生ill'i 雨後のIII

民部大llili充足利直雅替状

上杉輝虎条啓

1

１
１
１

鈴木実作上杉聯山座像 ｌ

１
ｌ
１
ｌ
１

歴代古案16-福王寺彦八郎充譲恕書状

蕊科松伯肖像 ］

喫鳴館遺稿（版木）

莅戸善政肖像

1

１
９８

1

264117 38 11 9
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3．博物館実習

本館では、各大学の学芸員資格取得者のため、博物館実習生を受け入れている。

本年度は4大学6名の実習生を受け入れ、 2班にわけて下記のとおり実習を行った。

実習生

A班寺島今日子（新潟大学）

小林玲子（筑波大学大学院）

村上聖子（山形県立米沢女子短期大学）

B班房間美三子（東北芸術工科大学）

赤木裕子（山形県立米沢女子短期大学）

宮田志保（山形県立米沢女子短期大学）

実習の記録

午前(9＄00～12息00） 午後(1300～16:00)

博物館運営について

(展覧会シミュレーション）

収蔵庫・蔵見学

館長あいさつ総論（博物館とは） |全員8.21(月） 全員

I

調査研究について（石碑調査）
博物館資料の取扱について(古文書の取

扱煉蒸準備古文瞥解読）
AA

8.22(火） －1

|#物館資料の取扱について

(古文書の取扱･煙蒸準備古文書解読）
調査研究について（石碑調査）B B

博物館情報の整理について

(画像データ処理キャプション作成）
A

|#物館資料の取扱について

(美術工芸品の取扱梱包方法煉蒸準備）
全員8.23㈱

博物館資料の整理について

(収集資料整理）
B

’

博物館資料の整理について

(収集資料整理）
A 収蔵庫の整理について

博物館運営について

(展覧会企画）

全員8.24㈱
博物館情報の整理について

(画像データ処理・キャプション作成）
B

鮴物館資料の取扱について

(郷蒸準備・美術工芸品の取扱）

博物館運営について

古文書の搬影について
全員全員825陶

実習風景1

実習風景2
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組織・名簿

組 織

睡亜 市立上杉博物館協議会

」
‐’ 財・団法人米沢上杉文化振興財団

理事会理事長

副理事長

常務理事

理 事

睡
唖
一
一

１
１

事務局事務局長

事務局員

学芸員

資料収集委員会I

職員 （兼務）

米沢市立上杉博物館協議会委員（平成12年7月1日～平成14年6月30日）

高橋英機 小学校校長会代表

多田 正 中学校校長会代表

五十嵐京子 市内高等学校校長会代表

伊田昭子 社会教育委員

青木美香子 PTA連合会母親委員会委員長

栗林金郎 財団法人米沢上杉文化振興財団理事長

石栗正人 米沢市文化財保護委員会委員長

高橋嘉門 学識経験者

渡部治雄 学識経験者

横山昭男 学識経験者

山村 精 学識経験者

大友久太郎 学識経験者

内藤文徳 学識経験者

上杉虎雄 学識経験者

佐藤美保子 学識経験者

I

（根拠法令等）

1 .博物館法第20条～第22条（博物館協議会）

2．教育委員会が任命

3．米沢市博物館の設置及び管理に関する条例第16条により定数15名、任期は2年

（参考）委員は、学校教育及び社会教育の関係者並びに学識経験のある者。

（職 務）一博物館法第20条第2項

博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる。
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2．財団法人米沢上杉文化振興財団

本館の管理を委託していた社団法人上杉|蝋物館が平成2年3月に解散し、かわって財団法人米沢上

杉文化振興財団が平成2年3月22日に設立され米沢市立上杉博物館の管理運営を財団に委託するこ

ととなった。

この財団は、平成元年、上杉家16代当主隆憲氏より、重要文化財「上杉家文書」･重要文化財「紙本

金地著色洛中洛外図」 （ともに現在は国宝） ・県指定文化財「紙本著色厩|Xl｣ ･重要美術品「太刀銘長船

長光附打刀栫」の4件が米沢市に寄贈されたことを機として設立されたものであり、地域文化の振興

を図るため、歴史文化に関する調査研究及び美術品の公開展示などの地域社会のより豊かな文化生

活に寄与することを目的としている。

役 員（平成13年3月現在) (敬称略）

名誉会長

願 問

理事長

副理事長

常務理事

理 事

上杉邦憲

高橋幸翁

栗林金郎

石塚忠夫

小関 薫

上杉敏子

上杉虎雄

遠藤英明

黒金義一

鈴木幹司

安部安左衞門

遠藤綺一郎

近 厚

須貝 力

新野香逸

山岸才一

情野晃一

青木厚一佐藤俊弘

相田吉助

絢子

正人

二郎

淳

上杉隆治

相田 實

加藤裕子

小鳥彌左衛門

松田俊春

荒井信雄

沖田良夫

佐藤美保子

高橋幹夫

藤崎直已

佐藤 茂

安部紀子

筧 統子

荒井政二郎

胆岡 仰

佐藤政一

三宅光子

井形朝良

勝見吾助

堀川勝彦

長尾和彦

松野良寅

|||田 鴬

山中

石栗

北目

庄司

上杉裕憲

大乗寺健

小野 榮

大久保利之

長岡 正

安部行雄

大友久太郎

桜井二男

鈴木秀男

新田妙子

遠藤宏三

村岡孝助

岩間

黒田

'119賞

中條

宮坂

弘一

信介

雄次

孝子

直樹

評議員

監 事

事務局

事務局長

事務局員

絵

男
子
理

隆
美由

野
屋
森

村
角
大

清水 緑阿部哲人花田美穂 生熊郁子

3米沢市立上杉博物館（平成12年4月1日現在）

館長(兼務） 松坂 昭 米沢市教

館員(兼務） 村野隆男 米沢市教

〃 〃 小林正夫 米沢市教

〃 〃 商橋寿一 米沢市教

〃 〃 佐藤弘子 米沢市教

〃 〃 後藤利明 米沢市教

〃 〃 安部晃市 米沢市教

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

米沢市教育委員会

教育次長

新文化施設開設準備課課長

新文化施設開設準備課課長補佐

新文化施設開設準備課開設準備主査

新文化施設開設準備課主査

新文化施設開設準備課主任

新文化施設開設準備課主任
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